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テーマ1　小課題番号1.2　小野里憲一（建築学部建築学科）

。

著書

1. 一瀬賢一､西田 朗、小野里憲一、他、高強度コンクリート施工指針・同解説、９章 鉄筋の加工・組立て、pp.136-149、日本建築学会、2013.11
2. 小野里憲一、西村彰敏、「考えるプロセスがわかる」力のつり合いを理解する構造力学、彰国社、2013.9

査読付き論文

1. 兼平雄吉，小野里憲一、極限解析マクロモデルによる単独耐震壁の最大強度の解析精度（対角加力を受ける単独耐震壁の場合）、日本建築学会構造系論文集、第78巻、第689号、pp.1289-1298、2013.7
国際学会論文（査読付も含む）

1. なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 小野里憲一、【特集】機能とかたち─動くディテール[RC造]セパレーター、ピーコン、建築技術、pp.114-145、2013.10
招待講演
1. 小野里憲一、鉄筋コンクリート造の配筋の要点、建築構造講演会 講師、主催(社)宮崎県建築士事務所協会、協賛(株)建築構造センター、2013.10.23

口頭発表

1. 劉智、船津卓馬、小野里憲一、高橋良徳、シングル配筋ラーメン構造の提案と予備実験　その 1．実験計画、日本建築学会大会学術講演会、2013.9.1

2. 船津卓馬、小野里憲一、劉智、高橋良徳、シングル配筋ラーメン構造の提案と予備実験　その 2．実験結果、日本建築学会大会学術講演会、2013.9.1

3. 新藤隆男、小野里憲一、常田裕是、異形鉄筋の発錆と付着強度に関する実験的研究、日本建築学会大会学術講演会、2013.8.30

外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. なし
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

1.なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. なし
博士

1. なし
博士0名

修士1名

学士9名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
小野里憲一、「高強度コンクリート施工指針・同解説」改定講習会　講師、会場：大坂、9章から11章・付録担当、2013.11.26
